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薬物乱用防止「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 

及び国連支援募金活動の実施について 
 

 

 

１ 要旨・目的 

令和４年６月20日（月）～７月19日（火）までの間，「６．２６国際麻薬乱用撲滅デー」に

併せて，全国一斉に「ダメ。ゼッタイ。」普及運動が展開される。 

本県においても広島県「ダメ。ゼッタイ。」普及運動を実施し，薬物乱用防止の思想を普及

するとともに，併せて，（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センターが実施する「ダメ。ゼッタ

イ。」国連支援募金に協力する。 

 

 

 

 

 

 

２ 現状・背景 

覚醒剤，大麻等の薬物乱用は,国内外において深刻な問題となっている。 

日本国内では，覚醒剤事犯の検挙者数は若干減少しているものの約8,000人に上り，全薬物

事犯の約６割を占めている。一方，大麻事犯は平成26年から増加し続けており，特に20歳代

以下の若者の占める割合が約７割を占め，憂慮すべき状況である。 

広島県においても同様に，若年層の大麻事犯での摘発が増加しており，若者への教育・啓発

が喫緊の課題となっている。 

 

３ 概要 

(1) 実施主体 

広島県「ダメ。ゼッタイ。」普及運動実行委員会 

（広島県及び広島県薬物乱用防止指導員協議会(会員数377名)により構成） 

  

(2) 実施期間 

令和４年６月20日（月）～７月19日（火） 

 

(3) 場所 

広島県内全域 

 

 (4)実施内容 

薬物乱用防止の啓発用資料「パンフレット」，「チラシ」，「絆創膏」等を配布するとと

もに「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金活動(※)を実施する。 

 

※国連支援募金：開発途上国等で薬物乱用防止活動に従事している民間団体（ＮＧО）の活

動（薬物乱用防止教育，代替作物プロジェクト，指導者の養成等）の支援に使用される。

（令和３年度の広島県の募金実績：1,130,156円） 

   

 

 

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動は，国内における薬物乱用防止活動として，官民一体となり，国民

一人ひとりの薬物乱用問題に関する認識を高めるとともに，国連総会決議に基づく「6.26 国際麻薬

乱用撲滅デー」の周知を図ることにより，国内外における薬物乱用防止に資することを目的として

いる。 
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【参考資料】 

１ 薬物乱用による検挙者数の年次別推移（全国） 
   （人） 

 

 

 

 

 

２ 大麻事犯の検挙状況 

区分 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ 

広島 
件数 32 67 67 61 51 83 105 

人数 21(1) 47(0) 55(6) 43(10) 35(5) 57(2) 64(6) 

全国 
件数 2,825 3,600 4,192 4,867 5,652 6,213 6,900 

人数 2,167 2,722 3,218 3,762 4,570 5,260 5,482 
 

(注１) ( )内は，未成年の人数  

(注２) R3 全国は，警察庁分のみ。 

(注３) R3 広島は，広島県警察本部暫定値。 

 

３ 広島県薬物乱用防止指導員（県内９地区：377 名） 

広島県薬物乱用防止指導員設置要綱に基づき，薬物乱用防止活動に熱意と理解のある

方を，広島県薬物乱用対策推進本部長が委嘱する。 

 

 

★第一次 

  覚醒剤乱用期 

指導員 377 名 

指導員制度開始（Ｓ62） 

★第一次覚醒剤乱用期 

★第二次覚醒剤乱用期 
★第三次覚醒剤乱用期 


